
シンポジウム“見る・使う・学ぶ環境建築” 

 

 震災後、ますます建築の質が問われるようになった。建築環境としてどういう貢献ができ

るかをあらためて考えてみたい。環境建築は、環境負荷の削減・環境の質の再考・環境共生

のあり方、などを総合的に構築する古くて新しい建築表現である。 

 このたび、『見る・使う・学ぶ環境建築』の新刊書の発売を機に、本の紹介を兼ねて環境建

築の設計法について意見交換の場を設けたいと思う。見る・使う・学ぶとは、デザイナー・

設備設計者・環境研究者のそれぞれを対象とした広範な視点からの環境建築を表している。 

 

主催 環境工学委員会 建築設備運営委員会 
日時 2011 年 9 月 21 日（水）10:00～17:00 
会場 建築会館ホール（東京都港区芝 5-26-20） 
 
プログラム 

司会：羽山広文（北海道大学） 

主旨説明   石野久彌（首都大学東京） 10：00～ 

①環境建築と設計  佐々木龍郎（佐々木設計事務所） 10：10～ 

②ビオトープ    永田明寛（首都大学東京） 10：25～ 

③親水建築    丹羽勝巳（日建設計総合研究所） 10：40～ 

④緑化建築    中山哲士（岡山理科大学） 10：55～ 

⑤ライトシェルフ   岩田利枝（東海大学）  11：10～ 

⑥光ダクト    下 正純（竹中工務店）  11：25～ 

質疑応答       11：40～12：00 
――休憩 12：00～13：00――   
⑦アースチューブ   丸山 純（松田平田設計） 13：00～ 

⑧ダブルスキン    郡 公子（宇都宮大学）  13：15～ 

⑨タスクアンビエント   近本智行（立命館大学）  13：30～ 

⑩自然換気    藤村淳一（大成建設）  13：45～ 

⑪エアフローウィンドウ  本郷太郎（日建設計）  14：00～ 

質疑応答       14：15～14：40 
――休憩 14：40～14：50――   
⑫床吹出し空調   羽山広文（北海道大学）  14：50～ 

⑬放射冷暖房    長井達夫（東京理科大学） 15：05～ 

⑭躯体蓄熱    三浦克弘（鹿島建設技術研究所） 15：20～ 

⑮環境建築と設備設計   柳井 崇（日本設計）  15：35～ 

質疑応答       15：50～16：10 
パネルディスカッション／進行：石野久彌    16：10～17：00 
パネリスト：佐々木龍郎、柳井 崇、羽山広文、郡 公子、丹羽勝巳 

 

定員 230 名（申込先着順） 
参加費（資料代含む） 
会員 2,000 円、会員外 3,000 円、学生 1,000 円 
申込方法 E-mail またはFax にて、催物名称、氏名、勤務先・所属、同電話番号、E-mail

アドレスを明記のうえ、申し込んでください。定員に達した場合は、お断りの方にのみご連

絡します。 

申込先 （社）日本建築学会 事務局 研究事業グループ 榎本 

  E-mail: enomoto@aij.or.jp Fax:03-3456-2058 

 


